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西宮市・西宮市社協の現状

〇西宮市の概要（令和4年度末）

• 人口 482,204人

• 世帯数 225,568

• 高齢化率 24.4%

• 小学校・中学校の数 小学校41校 中学校27校

• 特徴 食支援を実施している民間の団体が多い

〇西宮市社協の概要

・第9次地域福祉推進計画 目標 共創による共生社会の実現へ

・新たなささえあいの仕組みづくりとして、生活支援COがつどい場づくりを進めている



西宮市における食支援の取り組み

〇ふれあい昼食会

〇フードパントリー

〇ふれあい配食

〇こども食堂

☆キーワードはつながりと協働



西宮市内のフードパントリー

• 大学生による大学生の為の「学生応援プロジェクト」繋がり隊を発足し、

令和２年・３年度に食材提供会の実施

• 市内の数団体が独自にフードパントリーの取り組みを実施されている

（市社協は市民や企業等による寄付食材を各団体へお届けしている）

• 活動者の「本当に必要な人に届いているのだろうか」の声から

令和４年度より各種団体と協働した全市的にフードパントリーを実施

「“つながる”フードパントリー」



“つながる”フードパントリーのねらい
〇西宮市内では、「支援が必要にも関わらず自らSOSを出すことが出来ていない人」や

「支援が必要であることに自分自身で気付けていない人」また「地域の中に使えるサービ
スがあってもそれを知らない人」等、繋がれていない人が多く存在している。今回の取り
組みを通して、どの資源にもつながってこなかった人や世帯へ、食をきっかけとした支援
のきっかけ作り・地域のつながり作りを目指し、本企画を実施する。

〇実施について、企業・社会福祉法人・行政等に周知し、今回の取り組みをきっかけに支援
のネットワークを広げていく。また、民間の団体と協働して実施することで、団体同士のつ
ながりづくりもおこなう。



①共催でつながる

〇企画から当日まで一緒に開催
フードパントリーをはじめ、食の支援をしている団体に参画していただき進めてきた。企画段階から協議を
重ね、広報、当日運営まで一緒に実施することで団体同士のつながりに。



②食材寄付でつながる

〇みんなで支え合う土壌づくり
・市政ニュースや市社協広報誌等で食材募集のお願いを発信する
ことで食支援の取り組みの周知する。本企画だけでなく各団体の

 取り組みも知ってもらうきっかけに。
 ・食材の寄付・食材集めの協力を通じて、一人ひとりが協力できる

 のりしろづくりを行う。
 ・協力することで食支援について考えるきっかけにつながる。
 

〇フードドライブ協力団体
・生活協同組合 コープこうべ
・株式会社 光洋
・市民の方々
・地区ボランティアセンター ・・・など



③仕分けでつながる

〇寄付食材の仕分けをイベント化
企業の職員、フードパントリー参画団体、個
人の登録ボランティア、※JOBきち参加者
などとごちゃまぜで実施

・寄付食材の使い道まで具体的にイメージ
できる
・誰かの役に立つという経験
・働くということのイメージ作り





④チラシでつながる 

〇英語や優しい日本語バージョンのチラシの作成
外国籍の方にも情報が届くように、西宮市国際交流協会と連携してチラシの作成と広報の実施。



“つながる”ことを大切に 

〇配布数 ２６０世帯（５か所合計）
 ・本当に支援が必要な方と専門職とのつながり
  ・参画団体（地域活動者）とのつながり

〇活動の過程でつながり
・支援団体同士のつながり
・活動のサポーターとしてつながる

⇒ 食支援を通したつながり支援



西宮市のこども食堂

• 西宮市よりこども食堂の相談窓口業務の委託

「子ども食堂に興味はあるけど、どうしたらできるのか分からない」「お手
伝いだけでもしてみたいけど、どこに言えば良いのか分からない」などの相
談対応をしている。

• 市内に20ヶ所以上ののこども食堂

NPO法人や地域団体などにより自主的・自発的な取組みとして運営されてい
る、子供や地域の居場所です。子供の居場所づくりや、地域の多世代交流、
食育など、その目的は運営団体によって様々であり、地域の実情に合わせた
取組みが行われています。

西宮市HPより抜粋

⇒西宮市社協はこども食堂も多様な地域のつどい場の一つとして、立ち上げ支
援・運営支援を生活支援Coが担っている。



西宮市の補助金制度

1.西宮市子ども食堂運営支援事業補助金

西宮市では、地域との交流、学習支援及び地域の子供の居場所づくりを促進するた
め、子ども食堂が実施する以下の2つの事業に要する経費の一部を補助します。

・食事を提供する事業

・地域との交流、学習支援及び子供の居場所づくり事業

2.【新型コロナウイルス感染症関連対策】子どもの食サポート事業補助金

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、家庭事情等により支援を希望する子育て
世帯に対し、子ども食堂が弁当等を無償提供する場合に経費の一部を補助します。

西宮市HPより抜粋

⇒コロナ禍をきっかけに会食型の取り組みだけでなく、訪問型の食支援へ発展



「へいなんこども食堂」では、こども食堂の実施に合わせて、フードパントリーや
お弁当配布活動をされています。お弁当はボランティアさんが手づくりされてお
り、子育て世代を中心に、毎回１５０食を超える食数をつくられています。西宮市
社協では、補助金を活用し、保冷バックを購入し、配食活動に活用していただい
ています。

市区町社協フードサポート体制整備
補助金の活用 ～市内こども食堂での配食～



今後取り組んでいきたいこと

〇社会福祉法人と連携した、食支援

・スーパーなどから食支援活動への食材寄付の相談がある

・食材の運搬について課題がある

・寄付食材が食支援団体へ届く仕組みづくりが必要

⇒社会福祉法人の地域貢献の取り組みとしてできないか

（社協が社会福祉法人連絡協議会の事務局をしているため）



西宮市社協が食支援で大切にしていること

〇食支援を取り組んでいる団体とNWで取り組む

⇒社協だけでも、各団体だけでもできないことが実現可能になる。

⇒協議を重ね、本当に必要な支援を一緒に模索し続ける。

〇食支援をきっかけに支え合う地域づくりの土壌づくりを行う

⇒誰かが一方的に支援をする・受けるのではなく、一人ひとりが誰かの役に立ち、

お互いに支え合う共生のまちづくりの実現へ



ご清聴ありがとうございました。
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